
dotNET Magazine 2002 Dec. 65

V i s u a l  S t u d i o . N E T

本稿では、.NETにおけるXMLでの

出力というお題で解説してゆきます。

XML Webサービスや、XML対応と

いう言葉が数年前から聞かれるように、

半ば時代の流れで登場してきたように

も思えますが、実際に開発の現場で自

分のソフトウェアにXMLによる出力機

能を実装したことのある方はどのくら

いいらっしゃるのでしょうか？

“XML”という名前をよく耳にする

割りには、実際に開発時に使われた方

はさほど多くないと思います。その原

因のひとつとして、XMLを利用するた

めには、技術的な要素以外の多くの決

まりごとを設計の段階で考える必要が

あるという点が考えられます。XMLの

最も簡単な利点としては、テキストで

あるがゆえの特定のプラットフォーム

や機種への非依存性ですが、実際にソ

フトウェア間でデータをやり取りする

ためには、「XMLスキーマ」と呼ばれる

ものでデータの構造を定義する必要が

あります。少々強引な例で示すと、3.5

インチのフロッピーディスク（XMLド

キュメント）があり、Windows でも

Macintoshでも、とりあえずはフロッ

ピードライブに入れることができるに

も関わらず、中身のフォーマット（XML

スキーマ）が異なるためにデータを読

むことができないということを防ぐ必

要があるというわけです。

今回の記事では、敢えて、これらの

事情を無視した技術的な観点のみで、

「.NETにおけるXML出力の実装」を説

明してゆきます。したがって、安易な

XML化は、かえってアプリケーション

データの相互運用性を損なう結果とな

りますので、みなさんが実際に開発の

現場でXMLを利用する場合には、キチ
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ンと設計段階から考慮する必要がある

ことを肝に命じておきましょう。また、

この記事はXMLの最低限の知識がある

ことを前提としています。

.NET Frameworkが登場する以前の

XML開発は大変煩雑なものでした。

MSXML（Microsoft XML Core Com-

ponents）というXMLの構文解析を行

なってくれるCOMコンポーネントを利

用して、Document Object Model

（DOM）と呼ばれるインターフェイス

を利用してドキュメントを読み込み、

操作し、結果を出力していました。

では、.NETの環境において、みなさ

んが自分のアプリケーションのデータ

を簡単にXMLのファイルとして出力し

たいとき、どのようにすればよいでし

ょうか？

これにはいくつかの方法があります。

①通常のテキストファイルとして自力

でXML化して出力させる

②ADO.NETを使ってレコードセット全

体をXML化する

③.NET FrameworkのSystem.Xmlに

あるXmlTextWriterを利用して出力

する

1番目は、いわゆる力任せのプログラ

ムであり、結果として出されるXMLの

文法的な質に疑念が残ります。

2番目は、ADO.NET間で扱うには最

も便利ではありますが、本来の単純な

XMLドキュメントにはならないため、

アプリケーションのデータファイルとし

ての利用にはあまり向かないでしょう。

3番目は、最も単純かつ簡素にXML

を生成するには一番よい方法です。

「System.Xml」が提供するさまざまな

機能により比較的簡単にXMLファイル

を出力することができます。

この記事では、アドレス帳（氏名、

住所、電話番号）のデータを想定して、

簡単にXMLファイルを生成するコード

を説明してゆきます。

.NET Frameworkの機能が詰まって

いるベースクラスライブラリの中に、

「System.Xml」という、XMLを操作す

るための機能が集まった名前空間が存

在します。この中に用意されているの

が“XmlTextWriter”という、まさに

XMLドキュメントを簡潔に出力するた

めに用意されたクラスです（図1）。

XmlTextWriterには多くのメソッドが

用意されており、これらを使うことで

XMLドキュメントを簡単に形作ること

が可能になっています。名前から比較

的想像しやすいものもあるのではない

でしょうか。

XmlTextWriterは、XMLドキュメン

トを上から1行ずつ順番に出力してゆ

くというようなイメージとなります。
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図1：XmlTextWriterの構造

XmlTextWriter

コンストラクタ XmlTextWriter(TextWriter)
XmlTextWriter(Stream, Encoding)
XmlTextWriter(String, Encoding)

プロパティ BaseStream
Formatting
Indentation
IndentChar
Namespaces
QuoteChar
WriteState
XmlLang
XmlSpace

メソッド WriteStartDocument
WriteStartElement
WriteEndElement
WriteStartAttribute
WriteEndAttribute
WriteProcessingInstruction
WriteCData
WriteName
WriteNmToken
WriteDocType
WriteEntityRef, WriteCharEntity
WriteBase64, WriteBinHex
WriteString, WriteChars, WriteRaw
WriteElementString, WriteAttributeString




